





























































































































図６ 修了証 図７ 学習の記録（成績表）
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３．２ コミュニティ
「コミュニティ」はユーザーが日本語学習
から離れ、使用言語も日本語に限られること
なく、年齢、文化、背景などの垣根を超え、
日本を共通のテーマ（日本のマンガ、日本の
ドラマ、日本料理、日本の観光地、日本の伝
統文化、日本語の学習方法など）に、同じ趣
味を持つ仲間と交流し、つながり合える場で
ある。
コミュニティにはユーザーであれば自由に参加することが
でき、自分が参加しているコミュニティでは掲示板内のやり
取りを自由に閲覧し、コメントや画像を投稿することもでき
る。また、コミュニティに参加すると、同じコミュニティに
参加しているユーザーの一覧にアクセスすることができ、自
分以外のユーザーのプロフィールを閲覧することもできるた
め、ニックネームなどの基本情報だけでなく、自分と同じ趣
味を持つ人がどのようなコースを学んでいるかなどを知るこ
ともできる。さらに、特定の相手と個別にメッセージのやり
取りを行ったり、興味のあるコミュニティがない場合は、自
分自身で自由に新しいコミュニティを立ち上げたりして、新
たな仲間と交流することも可能である。
３．３ 日本語学習サイト＆アプリ
「みなと」には国際交流基金が開発した日本語学習サイトやスマートフォン用の日本語学習
アプリをまとめて紹介する専用のページ「JF日本語学習サイト＆アプリ」が設けられている。
これは気軽に色々な日本語学習サイトを見てみたいというユーザーや、無料のアプリをダウン
ロードしたい人、あるいは、「みなと」でのコース受講をきっかけに、興味を持ったテーマの
サイトやアプリをもっとよく知りたいというユーザーなど、日本語学習の多様なニーズに応え
るためである。このように「JF日本語学習サイト＆アプリ」では、国際交流基金が開発して
きた eラーニングリソースをまとめて提示することで、多くのユーザーに「みなと」以外のリ
ソースを周知し、より活用してもらえるようにすることを目指している。
図８ コミュニティ一覧と掲示板
図９ プロフィール画面
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図１０ 「JF日本語学習サイト＆アプリ」のコンテンツ
４．今後の展望
「みなと」は世界中のユーザーのニーズに可能な限り応えられるよう、今後は更に選択肢の
拡大を行っていく予定である。関西国際センターでは、現在、そのための多言語化と海外拠点
によるコース運営の準備が進められている。
多言語化については、２０１７年度中には複数言語による「みなと」の画面表示と、複数の解説
言語によるコースの提供が開始される予定である。２０１６年７月公開時、「みなと」の表示言語
は日本語と英語の２言語のみ、コースの解説言語も英語の１言語のみであったが、多言語化が
行われることにより、日本語や英語で学習を進めることに抵抗を抱いていた更に多くの潜在的
学習者が「みなと」を訪れ、日本語を学習したり世界中の仲間と交流したりすることを期待し
ている。
また、コースそのものの選択肢の充実も重要であると考える。「みなと」公開時の日本語コ
ースは４つであったが、こちらについても拡大の予定で、各海外拠点が主体となりコース運営
を行っていく計画が進められている。このような計画を実行していくことで、今後はコースが
追加されていくだけではなく、関西国際センターだけでは補うことができない地域ごとの日本
語学習への期待とニーズ、各国・各地域の学習指導要綱に即したコンテンツの提供、時差への
配慮、現地語によるコース運営など、様々な多様性に応えることができるのではないかと期待
を寄せている。
５．おわりに
本報告では「みなと」のコンセプト、および「みなと」を構成する「日本語コース」、「コ
ミュニティ」、「JF日本語学習サイト＆アプリ」について、それぞれの概要を紹介した。今後
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は、「みなと」をより多くの人たちに届けられる方法を模索し続けるとともに、登録ユーザー
や日本語既習者のニーズを把握しつつ、日本語コースを更に充実させていく予定である。
「みなと」で日本語学習の機会と選択肢を得たすべてのユーザーにとって、「みなと」が好
奇心や向上心を満たす人生における長い学びの場となることを願っている。
〔注〕
（１）２０１６年８月現在、「みなと」で開講されているコースはすべてＡ１レベルである。他のレベルについて
も順次、増えていく予定である。
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